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解
　説

　

平
成
29
年
２
月
県
議
会
は
、今
年
度
当
初
予
算
案
や「
財

政
規
律
の
堅
持
と
透
明
性
の
確
保
に
関
す
る
決
議
」
な
ど

を
可
決
し
て
３
月
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

未
来
を
見
据
え
て
新
し
い
滋
賀
の
魅
力
を
つ
く
る
た
め

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
平
成
29
年
２
月
県
議
会 

一
般
質
問
◆

瀬
田
川
の
環
境
保
全
と

セ
タ
シ
ジ
ミ
の
復
活
に
向
け
て

Q

瀬
田
川
で
外
来
水
生
植
物
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

の
繁
茂
が
拡
大
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
？

A
（
知
事
）
瀬
田
川
に
お
け
る
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

対
策
は
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
琵
琶
湖
河
川
事
務
所

が
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
県
で
も
瀬
田
川
で
の
分

布
や
生
育
状
況
の
現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
。

Q

国
が
も
っ
と
し
っ
か
り
対
応
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

A
（
知
事
）
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
対
策
は
初
期
の
対

応
が
重
要
だ
が
、
国
は
治
水
対
策
の
み
で
環
境
の
観
点
か

ら
の
防
除
が
充
分
で
な
い
現
状
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
く
働
き
か
け
を
行
い
、
何
ら
か
の
進
展
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
。

Q

行
政
に
よ
る
駆
除
が
後
手
に
回
る
中
で
漁
協
や
地
域

住
民
が
水
草
の
刈
取
り
と
と
も
に
駆
除
に
あ
た
っ
て
い
る

が
支
援
の
考
え
は
？

A
（
知
事
）「
瀬
田
川
流
域
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
の
皆
様
が

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
の
駆
除
に
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
今
年

度
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
に
お
い
て
支
援
が

拡
充
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

Q

瀬
田
川
流
域
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
復
活

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
が
南
湖
の
セ
タ
シ
ジ
ミ
に
つ
い

て
認
識
は
？

A
（
知
事
）
南
湖
は
、
か
つ
て
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
優
良
な
漁

場
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
大
部
分
に
お
い
て
生
息
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
状
況
だ
と
伺
っ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
は
、

水
草
の
大
量
繁
茂
、
湖
底
の
泥
化
、
低
酸
素
化
な
ど
湖
底

環
境
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

Q

南
湖
か
ら
瀬
田
川
に
か
け
て
の
湖
底
環
境
の
本
格
的

な
調
査
を
実
施
し
、
状
況
の
把
握
を
行
う
べ
き
で
は
？

A
（
知
事
）
平
成
28
年
度
か
ら
水
産
試
験
場
が
南
湖
の

湖
底
環
境
を
調
査
し
把
握
に
努
め
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

瀬
田
川
に
お
い
て
も
セ
タ
シ
ジ
ミ
に
適
し
た
湖
底
環
境
の

解
明
に
つ
な
げ
る
た
め
同
様
の
調
査
を
行
う
。

Q
セ
タ
シ
ジ
ミ
復
活
に
向
け
た
知
事
の
決
意
を
伺
う
？

A
（
知
事
）
セ
タ
シ
ジ
ミ
は
、
本
県
独
自
の
食
文
化
を
次

世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
大
切
な
固

有
種
で
あ
る
。
そ
の
復
活
が
琵
琶
湖
や
瀬
田
川
の
再
生
に

お
け
る
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
う
る
と
考
え
て
い
る
。
琵
琶
湖

保
全
再
生
法
の
成
立
を
機
に
改
め
て
「
セ
タ
シ
ジ
ミ
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き

た
い
。児

童
虐
待
防
止
対
策
が
充
実

一
時
保
護
所
を
増
設

Q

児
童
虐
待
防
止
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
？

A
（
健
康
医
療
福
祉
部
長
）
平
成
31
年
度
ま
で
に
児
童

福
祉
司
や
児
童
心
理
司
等
の
専
門
職
の
配
置
を
計
画
的
に

進
め
る
。
ま
た
、
市
町
の
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
、
県
域
全
体
の
児
童
虐
待

に
対
す
る
体
制
強
化
に
努
め
て
い
く
。

Q

昨
年
６
月
県
議
会
で
早
急
な
整
備
を
求
め
た
一
時
保

護
所
に
つ
い
て
今
年
度
予
算
に
整
備
費
用
が
計
上
さ
れ
た

が
施
設
概
要
と
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

A
（
健
康
医
療
福
祉
部
長
）
社
会
福
祉
法
人
の
ぞ
み
会

が
所
有
す
る
「
の
ぞ
み
荘
」
の
既
存
施
設
を
生
か
し
な
が

ら
定
員
15
名
の
居
室
の
他
、
食
堂
や
浴
室
、
遊
戯
室
や
学

習
室
を
設
け
る
。
今
年
度
に
建
築
設
計
を
行
い
、
平
成
30

年
度
に
改
修
工
事
を
実
施
、
平
成
31
年
４
月
の
開
所
を
目

標
と
し
て
い
る
。

Q

一
時
保
護
所
の
新
設
に
あ
た
っ
て
課
題
は
？

A
（
健
康
医
療
福
祉
部
長
）
子
ど
も
の
安
全
が
重
要
で
あ

る
た
め
外
部
か
ら
の
無
断
侵
入
に
備
え
る
体
制
や
職
員
の

計
画
的
な
確
保
、
支
援
に
あ
た
る
職
員
の
資
質
の
向
上
を

図
る
た
め
の
研
修
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
円
滑
に
開
所

す
る
た
め
近
隣
住
民
の
皆
様
に
一
時
保
護
所
に
対
す
る
理

解
を
求
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

県
は
、
琵
琶
湖
の
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

対
策
に
力
を
注
ぐ
べ
く
３
億
５
４
０
０
万
円
余

り
を
今
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
瀬
田
川
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
で
あ
る
国

が
行
う
べ
き
と
し
て
こ
れ
ま
で
何
の
対
応
も
せ

ず
、
国
は
治
水
対
策
を
優
先
し
て
、
オ
オ
バ
ナ

ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
の
駆
除
を
行
っ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
漁
協
や
地
域
住
民
の

取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
り
、
瀬
田
川
で
の
繁

茂
面
積
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
行
政
の

縦
割
り
の
弊
害
と
言
え
ま
す
が
今
後
、
官
民
が

連
携
し
て
瀬
田
川
の
環
境
保
全
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

セ
タ
シ
ジ
ミ
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

環
境
省
の
琵
琶
湖
保

全
再
生
等
推
進
費
を

活
用
し
て
、
セ
タ
シ

ジ
ミ
等
の
二
枚
貝
を

湖
辺
の
環
境
修
復
の

指
標
と
す
る
た
め
の

研
究
や
砂
浜
の
環
境

修
復
手
法
の
検
証
を

国
と
協
力
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　現在の近代美術館の近・現代美術に加えて、神と仏の
美とアール・ブリュットを新たな収集・展示の柱に整備さ
れる新生美術館については、設計の過程において新館の
面積が基本計画で想定された面積から４割近く削減される
など度重なる変更が行われました。
　平成32年３月の開館に向けて今年度からいよいよ建築
工事に着手される中で、これまで求めてきた館長の選任
を含めた人員体制が示されないばかりか来館者目標30万
人を達成する具体的な対策や運営方針が示されていない
ことから県議会に決議を提出し、可決されました。
　決議では、100年後も県民の誇りとなる美術館を実現す
るべく６項目を求めています。

●�館長や経験を有する文化財担当の学芸員の増員等の人員
体制や運営方針を早急に示すこと
●�公開承認施設として継続されるしっかりとした根拠を明ら
かにすること
●�美術館本体工事47億円をはじめ、これまで県議会に示し
た関連費用を含めた整備費用の総額約69億円の遵守
●�現在の近代美術館の約２倍となることを踏まえて、年間
５億６千万円と見込まれている維持管理経費等の縮減
●�費用対効果の面から課題がある情報交流棟については、
レストラン等の採算性や情報交流室の必要性について説
明責任を果たすこと
●�来館者の利便性を高める方策をさらに追求すること

新生美術館の整備に関する決議を可決



667（0.1%）
財産収入

（29.0%）
155,000
県税

地方交付税
115,000

（21.5%）

（8.8%）
47,062 

諸支出金

17,956（3.4%）
琵琶湖環境費

95（0.0%）
寄附金

警察費
30,684 
（5.7%）

30,600 （5.7%）
うち臨時財政対策債

県債
79,107

（14.8%）

国庫支出金
57,867

（10.8%）依存財源
276,778

（51.8%）

交通安全対策
特別交付金
440（0.1%）

地方特例交付金
760（0.2%）

地方譲与税
23,604（4.4%） 諸収入

28,552（5.3%）0（0.0%）
繰越金

繰入金
18,589（3.5%）

（単位：百万円） （単位：百万円）

8,327（1.6%）
使用料及び手数料

1,584（0.3%）
分担金及び負担金

自主財源
257,522

（48.2%）

地方消費税清算金
44,708（8.4%）

災害復旧費
693 （0.1%）

（14.9%）
79,431
公債費

教育費
137,652 
（25.8%） 土木交通費

49,172 
（9.2%） 18,697 （3.5%）

農政水産業費

18,133（3.4%）
商工観光労働費

（17.4%）
92,958

健康医療福祉費

8,798（1.6%）
県民生活費

19,546（3.7%）
総務費総合政策費

12,198（2.3%）1,190（0.2%）
議会費

予備費
130（0.0%） 

歳出合計歳入合計
5,343億円 5,343億円

未来に向けた確実な一歩 平成29年度予算から皆さんのお声を形にした事例を紹介します。

●歳入予算の構成図 ●歳出予算の構成図

び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
で

新
県
立
体
育
館
整
備
が
始
動

　

新
県
立
体
育
館
施
設
整
備
基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
、
県
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
や
財
政
支
出
の
軽
減
等
が
図
ら
れ
る
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
で
事
業
を
進
め
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
の
拠
点
に
留
ま
ら
ず
、
周
辺
の
大
学

等
と
の
連
携
の
拠
点
、
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
や
観
光
な
ど
産
業
振
興
の

拠
点
と
し
て
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
提
案
し
て

き
ま
し
た
が
、
基
本
計
画
に
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
興
行

な
ど
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用

を
想
定
し
た
施
設
と
し
て
整
備
し
、

誘
致
に
取
り
組
む
こ
と
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
等
に
使
え
、
災
害
時
に
も

活
用
で
き
る
多
目
的
広
場
の
整
備
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
予
算
に
は
、
建
設
予
定

地
の
造
成
基
本
設
計
、
測
量
・
地
質

調
査
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
の
委
託
な
ど
４
９
０
０
万

円
余
り
が
計
上
さ
れ
、
平
成
34
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
整
備
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

滋賀県議会議員

さとう健司 皆様のご意見を
ぜひお聞かせください

sato@satoken.net 
〒５２０‐２１５３　大津市一里山１丁目１‐１３‐１３０５

◎県民生活・土木交通常任委員会
　委員長
◎琵琶湖保全再生対策特別委員会

地域公共交通の活性化琵琶湖保全再生計画スタート

新県立体育館 
（本館）  

多目的広場 
（グラウンド）  

 
 

（緑地広場）　　  
（調整池）  

前面道路（市道）　　  

滋賀医科大学・  
付属病院　 

進入レーン　　  

アクセス路
（新設）

（常設）
駐車場

施設配置イメージ

国体・全国障害者スポーツ大会をはじめとする全国規模のスポーツ大会、大
規模イベントや各種興行の開催をフレキシブルに対応・実現できる施設規模と 
する。

　琵琶湖保全再生計画の計画期間が
始まる今年度には、施策に関する事業
費として総額で33億1800万円が計上さ
れました。
　琵琶湖を「守る」ことと「活かす」こと
の好循環を推進するというものの計画
の実効性を高めるために継続的な財源
の確保が求められます。

　高齢化の進展とともに、地域における
生活の足の確保が大きな課題となって
いることから、公共交通条例を策定した
奈良県等の調査を行ってきました。
　大津湖南エリアでは、今年度、地域公
共交通網形成計画が策定されるととも
に、バス交通の再編に向けた社会実験
が実施されます。

大津湖南エリア地域交通活性化促進事業�1880万円
みんなで考える公共交通事業� 252万円
地域協働交通社会実験事業� 100万円

水草刈取・除去事業� ２億3240万円
琵琶湖の魚消費拡大PR事業� 2140万円
琵琶湖活動推進事業� 300万円
国立環境研究所移転関連事業� １億4130万円

※各室面積は現時点の目安であり今後の検討により変動

項　目 必要規模（程度）

メイン
アリーナ

面積 2,760㎡（69m×40m）

高さ 14m以上

観客席（最大） 5,000席程度
（固定席・可動席・仮設席計）

サブアリーナ

面積 1,026㎡（27m×38m）

高さ 12m以上

固定席 200席程度

更衣室・器具
庫・トイレ等

更衣室・シャワー室

器具庫 1,700～1,900㎡程度

トイレ、多目的トイレ

会議室

大会議室

中会議室 480～600㎡程度

小会議室

項　目 必要規模（程度）

応接室（来賓室）

医務室

多目的室

キッズルーム

事務室（施設管理室）

放送、音響、調光室 　2,100～

トレーニング室 2,350㎡程度

スポーツ・体力測定諸室

競技団体事務室

１階玄関ホール

観客入口休憩スペース

合　計 14,000㎡程度

活動ギャラリー

急傾斜地崩壊対策事業の現場視察

「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり実践県民会議

MOA美術館大津児童作品展表彰式

しまなみ海道サイクリングを視察


